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ブナおよびミズナラ引張あて材の肉眼的

特徴 とその顕微鏡的性質

重 松 頼 生

木材利用学研究室

は じ め に

広葉樹用材の乾燥に伴う曲りやねじれは引張あて材に起因していることが多く,また引張

あて材には落ち込みや内部割れが生じやすい｡

他方,引張あて材は広葉樹のなかでも2,3の例外樹種を除いてゼラチン織経の存在によ

って顕微鏡的に容易に識別できるが,肉眼的にはその識別が困難とされている.しかし,既

往の研究では,限られた樹種についての検討結果ではあるが,しばしば切削面の性状,例えば

Torngrain4)13)14),Tornfiber15),Projecting丘ber4)6)13)15),Fuzziness6)8)14),Woolliness3)5),

Woollyappearance12),Silverysheen8)15),Silveryappearance3)12),Glaucousappearance15),

絹糸状光沢2)ll)などの肉眼的特徴によってそれを識別しうるとしている.ところが,頗著な

引張あて材であっても鋸断および飽削条件によって,これらの肉眼的特徴が認められない場

合があり,さらに Tom grainや Fuzzygrain は必ずしも引張あて材だけに生じるもので

もない｡6)

したがって,広葉樹用材の品等に関して引張あて材は従来から重要な材質指標の一つとさ

れながら,その欠点の取扱いについては十分な基礎的知識が得られていないうらみがあった｡

本報告においては国産広葉樹のうちとくに主要なブナおよびミズナラについて,その引張あ

て材の肉眼的特徴とそれに関連する顕微鏡的性質を観察し,引張あて材の肉眼的識別の可能

性を検討した｡そして,引張あて材の質的な程度までは識別できないまでも,上記肉眼的特

徴のいくつかは実用的な段階でかなり適格な識別のための特徴となることが明確になったの

で,ここに報告する｡

なお,この研究は筆者が農林省林業試験場に在職中に着手したもので,そこでの試験機器

や試験材によるところが多く,その後信州大学農学部で再度検討を加えたものである｡当時

ご指導をいただいた農林省林業試験場木材部長加納孟博士,木材組織研究室長須藤彰司博士,

ならびに材質研究室の方々に対しお礼を申し上げるとともに,種々ご協力いただいた当時の

本学学生,今井祥司,安本書次の両君に対 し感謝する｡

1 供試材および観察方法i1

1-1 供 試 材

供試樹種はブナとミズナラであり,供試木の概要は第 1表に示すとおりである｡

これら供訳本の傾斜あるいは撃曲した樹幹から厚さ約 10cm の円板を採取して横断面の観
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TAble1 Sampletrees

srccies Botanical name Tre7mh)eight D(･急 )H･ Treeage Remark

Buzla FaguscrelZataBLtJME 23.0 38 217 *1

19.0 33 197 *2
1eaniI1g;25o

Mizur)ara Quel･CuSm'spuZaBLtJME 18.0 40 140 *1
17.0 30 138 *2

1eaniI1g;230

*l ManagementareainmtionalforestofSanbongi foreststation,Aomoridistrictforest
o庶ce.

*2 Managementareainnationalforestoflnaforeststation,Naganodistrictforesto庶ce.

察に供し,また円板を採取したあとの丸太のうち引張あて材が顧著に発生しているものを選

び,挽材して縦断面の観察に供した｡

なお,補足的に ドロノキ,マカソバ,イヌブナ,クヌギ,コナラ,ケヤキ,シオジおよび

シナノキの円板についても若干の肉眼的観察を行なった｡

1-2戟 察 方 法

1) 肉眼的観察

引張あて材の発生が顕著な上記円板および挽板を対象にして,材面の絹糸状光沢について

の肉眼的観察とその特徴の写真撮影を行なった｡なお,供試円掛 こフロログルシン塩酸溶液

を塗布して引張あて材の呈色反応を調べた｡

観察の材面とその条件は,まず一般的な加工工程に準じた(1)生材時に鋸断した材面,(2)そ

れを乾燥した材面,さらに(3)それを飽削した材面であり,これを主体としたが,変則的な(4)

乾燥時に鋸断した材面,および(5)生材時に飽削した材面も観察の対象とした｡

これらの鋸断には自動送材串付42イソチ帯鋸機およびチッバー塑鋸歯のチェソソーとクロ

スカット型銀歯のチェ'/ソーを使用した.鋸および鋸断の条件は第 2表に示すように普通の

製材条件と同じである｡

Table2 Sawir)gcondition

TbickI】eSSOfblade

Widt王10fblade

Hookar)gュe

Sharpnessallgle

ClearaI】∝ allgle

Pitch

Depthofgullet

Widthofkerf

Cuttingspeed

Feedrate

0.9mm(20‡)
10112cm

250
450
200

35mm

lOmm

1.8-2.0mm

41m/see(730r.p.m.)

5-10m/min
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2) 顔徴鏡的観察

上記の昂糸状光沢を呈する部位を実体頭数鏡で観察したo

ついで,その部位の切片および毛は立ち部を塩化亜鉛ヨー

ドで染色した飽水状態の一次プレパラートを作製し,それ

らのゼラチン層の現われかたを光学厨数鏡で観察した｡ま

た,その切片において,(1)ゼラチン放経の分布,(2)ゼラチ

ン線維および非ゼラチン按経の細胞径,その細胞壁とゼラ

チン層の厚さを,600倍の光学顕微鏡下で1/100mm目盛の

ミクロメーターを使用し,第 1図に示す方法で測定した.

Diameterofgelatinous丘tcrandnon-gelatinous丘br;
(Ft+Fr)/2.
Ckllwallthicknessofgelatinous丘1xtrandnon-gelatinous
fibr･,(Ctl+Ct2+Crl+Cr2)/4.
Thicknessofgelatinouslayer;(Gtl+Gt2+Grl+Gr2)/4.

2 結 果 と 考 察

2-1引張あて材の肉眼的特徴

横方向の鋸断面に現われた引張あて材の肉眼的特徴の一例を写真 1-Aに示すOこの特数

は CLARKE2)や尾中11)の記載における宿糸状光沢が顕著に認められるもので,CLARKE3)や

CHOWl)などは Silverysheenあるいは Silveryap押 ranCeと呼んでいる｡ この特徴は生材

状態の丸太あるいは材を一般的な製材条件で挽いた場合に横断面の引張あて材部に現われた

ものであり,鋸断直後から気乾状態に乾燥するにつれて一層明瞭になった｡

しかし,気乾状態の試料を同じ条件で鋸断しても,引張あて材だけでなく正常材もかなり

白味を帯び,光沢が多少強くなり,その差が不明瞭であった｡また,この特徴は生材状態の

試料であるならばどの方向から挽かれた場合でも引張あて材の範囲にだけ現われた｡

生材状態の横断面を飽削するとその絹糸状光沢は消失し,さらに気乾状態の試料を飽削し

た場合には,写真1-Bに示すように引張あて材は正常材よりむしろ濃い褐色を皇した｡ こ

れについては尾中11)が引張あて材は粗な面で絹糸状光沢を呈し,平滑な面で濃色となること

を指摘しているが,これは筆者の観察結果では生材状態で鋸断し,気乾状態で飽削した場合

だけ一致した｡

チッパー型とクロスカット型の鋸歯をもつチェソソーで,生材時に玉切った横断面を比較

すると,前者の場合にはその縞糸状光沢が不明瞭であるが,後者の場合にはその特徴が明瞭

に認められ,チッバー塑鋸歯での切削はむしろ飽削の場合と疑似しているO

幹軸方向の鋸断面に現われる引張あて材の肉眼的特散をみると,ブナおよびミズナラの生

材状態での挽板では板目,柾目面とも詣糸状光沢が現われ それが気乾状態に乾燥すると写

真2-AおよびBに示すように一層明瞭になった｡他方,気乾状態の試料を鋸断した場合は

その絹糸状光沢が不明瞭であり,これについては上記の横断面についての観察結果と同様で

あった｡しかし,これらの材面を飽削した場合,生材,気乾状態ともその屑糸状光沢が明ら
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かに認められた｡

つぎに,生材時に鋸断した横断面における引張あて材の絹糸状光沢は ドpノキ,マカソノミ,

イヌブナ,クヌギ,コナラ,ケヤキ,シオジおよびヤチダモにも同様に現われたが,シナノ

キでは著るしく偏心したものでもその特散が認められなかった｡

引張あて材の肉眼的特徴としての絹糸状光沢は後述のように引張あて材におけるゼラチン

按経の出現にもとづくものであるが,観察した材面の種額,生材と気乾材,鋸断と飽削など

によってその絹糸状光沢に程度の差異が認められたのは,これらの条件でゼラチン鉄雄,と

くにゼラチソ層の材面における現われかたが異なっていることによると考えられる｡また,

著るしく偏心したシナノキの鋸断した木口面に縞糸状光沢が認められなかったのは,この樹

種の引張あて材部位にゼラチン按経が出現しないことによるものと思われる｡

2-2引張あて材の顕微鏡的性質

前項 2-1で述べたように,鋸断した木口材面に現われる縞糸状光沢を呈する部分が正確

に引張あて材に該当しているかを検討したものである｡写真1-Aに示すように,絹糸状光

沢が顕著な部位(A),その特徴が認められない部位(C),およびAとCの中間的なものとして,

その特徴が肉眼的観察で認められなくなった境界部㈱の3着の位置の同一年輪範囲 (この場

合は円板令100から120年の範囲)における(1)ゼラチソ政経の分布,(2)ゼラチン放経の細胞壁

とゼラチン層の厚さなどはつぎのとおりである｡

1) ゼラチン織経の分布

引張あて材の一つの識別拠点とされているゼラチン綴経は,ブナAでは年輪の最外側部の

数細胞層を除いてほぼ全域に分布しているが,ブナBではそのAと同一年輪でも内側部ない

し中央部の範囲にそれが分布しているだけで,この外側部には認められないO ミズナラAで

は孔圏を除く年輪内側部から外側部にゼラチン織経が群状となって分布しており,ここでも

ブナAの場合と同様に年輪最外側部にはゼラチン線維が認められない｡また ミズナラAでは

写真3に示すように,ゼラチ'/撒経の厨著な分布が認められる部分にも非ゼラチン織維 (ゼ

ラチン層が認められない木絃経を仮称する)が点在している｡ ミズナラBではゼラチン織経

の分布量が少なく,その分布範囲も狭 く,孔圏を除 く年輪内側部から中央部の範囲に点在 し

ている｡ブナおよびミズナラCではゼラチン按経が認められない｡

そこで, 各試料の年輪幅に対するゼラチン按経の分布範囲の比率は, ブナAで86 (71-

94)潔,ブナBで60(39-78)潔, ミズナラAで81(68-90)%であった｡

ブナとミズナラにおいて, ゼラチン層は道管や柔細胞には認められず,す で に尾中11)守

DADSWELL と W ARDROP5)が指摘しているように真正木徽経や級維状仮道管にだけそれが

存在している｡そして,ミズナラの周囲状仮道管にはゼラチン層が認められなかった.この

ように,ゼラチソ線維の分布状態がブナとミズナラで異なる様相を呈しているのは,一つに

両者の樹種における構成要素の配列が異なっていることによるものと思われる｡

2) ゼラチソ層の厚さ

引張あて材の木箱維中でのゼラチy層の現われ方の一例を写真3および写真4-A,Bに示

した｡引張あて材の発達の程度によっても,また同一年輪においてもその内側部と外側部で,

ゼラチン層の厚さが異なっている｡そこで,ゼラチン放経と非ゼラチン絃経の細胞径,細胞

壁の厚さおよびゼラチン層の厚さを,前項1)と同一試料の数年輪 (この場合,円板令100年,
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110年および120年を対象とした)に

おいて,その内側部から外側部まで

の任意の位置で,それぞれ平均的な

形状の数細胞についての測定結果を

第2図から第4図に示した｡

第 2図に示すように,ブナAにお

けるゼラチン終結の細胞径およびそ

の細胞壁の厚さは,年輪内側部から

中央部までの範閲でほぼ同じであり,

その外側部においてわずかに小さく

なる傾向が認められる｡これに対 し

てゼラチン層の厚さは年輪内側部か

ら外側部に向って次第に減少してい

る｡したがって,ゼラチン絃経の細

胞壁の厚さに対するゼラチソ層の厚

1
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さの比率は年輪内側部で約70%,その外側部で約30%となっている｡ブナBでは前項1)で述

べたように,ゼラチン按経が散在しているだけで,第 3図に示すようにここでのゼラチン路
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経と非ゼラチン按経の細胞径および

細胞壁の厚さには差異が認められず,

しかもこのゼラチン鉄雄の細胞径お

よび細胞壁の厚さはブナAのそれら

とほぼ同じ大きさである｡これに対

して,このゼラチン層の厚さは同一

年輪の年輪内側部においてもブナA

のそれに比べて著るしく薄く,むし

ろブナAの年輪外側部におけるそれ

とほぼ同じ厚さである｡

第4回に示すように,ミズナラA

においてもゼラチン綴経と非ゼラチ

ソ扱経の細胞径や細胞壁の厚さには

差異が認められない｡また,これら

の細胞径,細胞壁とゼラチン層の厚

さは年輪内側部から外側部に向って

わずかに減少する傾向が認められる

が,なかでもゼラチン眉の厚さの減

少が著るしい｡したがって,ミズナラAにおけるゼラチソ織経の細胞壁の厚さに対するゼラ

チン層の厚さの比率は,年輪内側部で約85%,その外側部で約45%であり,この比率は年輪

内側部から外側部に移行するにともなって次第に小さくなっている｡また, ミズナラAにお

けるゼラチン層の厚さはブナAでのそれと大差がない｡つぎに,ミズナラBでは前項1)で述
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べたように,ゼラチン政経が点在しているので,上記の変化がみられなかったoしか し,ミ

ズナラBの年輪内側郡におけるゼラチン層の厚さはミズナラAの年輪内側部におけるそれよ

りかなり薄い｡

このようにブナ, ミズナラ引張あて材において,同一年輪でもAとBの部位によって,漢

た同じ部位でも年輪内側部と外側部で,それぞれゼラチン層の厚さが異なり,換言するとゼ

ラチン線維における木化した細胞壁の厚さが異なっている｡これに関連して,WARDROPと

DADSWELL16),DADSWELLとWARDROP5)は Eucaly♪tusgiganieaの早材と晩材で,また

MANWILLER9)は Silvermapleの傾斜の異なる供試木の試料で,それぞれゼラチン撒経にお

ける細胞膜層Sl,S2,S8およびGの現われかたが異なることを指摘しており,上記の試料に

おいてもそれらの膜層の現われかたが異なるものと推察される｡このことは今後に残された

問題のなかでも興味あることの一つであろう｡

以上のことから,ゼラチン層の厚さは前額1)で述べたゼラチン線維の分布とともに引張あ

て材の質的な程度を示す一つの指標になると考えられる｡したがって,引張あて材の肉限的

特徴が認められなくなったBの部位はゼラチソ鉄雄の存在によって引張あて材に区分される

が,上記の結果からこの部位はかなり軽度の引張あて材であることになる｡さらに,彼速の

ように引張あて材の肉眼的特徴がゼラチン層に起因するのであるならば,少なくともこのゼ

ラチン層の厚さはゼラチン線維の分布とともに引張あて材の肉眼的特徴と密接な関係がある

と考えられる｡

2-3 引鵠あて材の肉眼的特徴とその顕微鏡的性質

網糸状光沢を皇する部分を実体顔教鏡で観察するとブナおよびミズナラの横断面,縦断面

とも,その材面は微小な木片があたかも毛が立っているような形態で,ちょうど Projecting
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fiber(Fuzziness),Woolliness(Woollyappearance)などの表現が適合している様相を呈して

いる.そして,その表面において顕著な絹糸状光沢が認められる.そこで,円塀をフPPグ

ルシソ塩酸溶液で染色すると,一例を写真5に示すようにその絹糸状光沢を呈する部位が淡

桃色,その他の部位が黄褐色を呈した｡

つぎに,前項 2-2の検討と関連して縞糸状光沢を量する横断面における毛ば立ち (鋸断

した材面に突出している敵中木片を仮称する)を塩化亜鉛ヨー ドで染色すると,一例を写真

6に示すように赤色ないし暗赤色を呈するゼラチン層が露出しており,黄褐色を呈する木化

した細胞壁は部分的に附着しているにすぎない｡とくに,ブナAでは写真7に示すようにゼ

ラチン層が引き抜けたものの出現頻度が非常に高く,このことは生材状態における鋸断に際

してゼラチソ層がその他の細胞壁より切断されにくいことによると思われる｡これに対して,

肉眼的特徴が認められなくなった境界部のブナおよび ミズナラBの毛は立ちは一例を写真 8

に示すように,その組織全体が黄褐色を呈し,そのゼラチン層はほとんど認められない｡こ

のことは前項2-2で述べたように, ゼラチン鉄雄の分布が少ないだけでなく, それらのゼ

ラチソ層が非常に蒔いた捌 きとんど目立たなくなったものと考えられる｡

このように,縞糸状光沢は生材状態での鋸断面の毛ば立ちにおけるゼラチン層の分布状態

にもとづくものである.したがって,前額2-1で検討したように, ブナや ミズナラだけで

なく,その他の樹種においても鏑糸状光沢が認められたことは引張あて材にゼラチン践経が

存在7)ll)していることによるもので; シナノキにその特徴が認められなかったことはその引

張あて材相当部にもゼラチン放経が存在しない11)ことによる｡また,引張あて材の塩化亜鉛

ヨー ドやフロログルシン塩酸溶液による呈色反応は,すでに明らかにされているようにゼラ

チン層の化学組成の特異性1)7)10)によるものである｡

最后に,拐糸状光沢は明らかに引張あて材の肉眼的特散の一つであり,ゼラチン層の分布

が非常に少ないきわめて軽微な引張あて材の識別は困難であるが,その特徴によって大方の

引張あて材を適格に識別できる｡

3 要 約

引張あて材の肉眼的識別の可能性を明らかにするため,とくにブナおよびミズナラ引張あ

て材の肉眼的特徴,主として絹糸状光沢が出現する現象を調べ,それに関連する組桟を国数

鏡的に観察し,これら両者を比較検討した｡

得られた結果の要約はつぎのとおりである｡

1.甫糸状光沢は生材時に鋸断した場合,鋸断方向にかかわらず引張あて材部に現われる

もので,気乾状態において一層明瞭になる｡しかし生材,気乾状態で鈎削すると必ず しもそ

の特教が現われない0

2 縞糸状光沢を呈する部位にはゼラチ'/鉄雄,すなわちゼラチン層が多量に分布 してい

る｡換言すると,引張あて材部の毛は立ちにおけるゼラチン層の分布状態にもとづいて絹糸

状光沢が現われるものである｡

3.絹糸状光沢は明らかに引張あて材の肉眼的特徴の一つである.そして,ゼラチソ層の

分布が非常に少ないきわめて軽度の引張あそ材までは識別できないが,この肉眼的特徴によ

rT:■-L･･
一一 ′ Z
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って大方の引張あて材を適格に識別できる｡
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Macroscopic and microscopic features of tension wood of Buna.

(Fagus crenata BLUME) and Mizunara (Quercus crispula BLUME)

YorYorio SHIGEMATSU

Lalx)ratoryofwoodScienceandtechnology.

･Summry

Inthisreport,apossibilityofthemacroscopicidentificationoftension wooddepend

on"Silkyluster"inthesawnsurfacewasinvestigatedonBuna(Faguscre72ataBLUME)

andMizunara(QuercuscrispulaBLUME),whicharethemostimportanthardwoodin

Japan.

Theresultsobtainedbythisinvestigationareasfollows:

1. Silkylusteroftensionwood.

Silkylusteronthetensionwoodzonewasfoundontheroughcrosss血 cewhich

wassawnatthegreenconditionunderthegeneralsawingconditionshownontable2,

andthesilkylusterbemmemoreconspicuousafterdrying(SeePhoto.1-A). Onthe

otherhand,thesilkylusteroftensionw00dwasnotfoundontherough crosssurface

oftimberssawnwhentheywereair-dried. Alsoitwasnotfoundontheflatsurface

oftimbersplanedwhentheywere&et. Onthecrosssurfaceofplanedair･drytimbers,

however,silkylustrouszonebecamedarkerthan theotherparts(SeePhoto. 1-B,

ComparetoPhoto. トA). Fu∫themore,thesilkylusterwasfoundon therough

surfacesofboth8atandedgegrainedtimberssawn whentheywerewet(SeePhoto.

2-A andB).

Ⅰnaddition,thesilkylusterwasalsofoundonthetensionwoodzoneoftherough

crosssurfaceofDoronoki(PopulusmaximowicRdi),Makanba(BetulamaxmowicR:iana).

Inubuna(Fagusjaponica),Kunugi (Quercusacuiissima),Konara(Quercusserrata),

Keyaki(Zelkowaserrata),Shioji(Fraxinusspaethiana),andYachidam o(FT.an'usman･

dshuT7'cavcr. japonica),butitwasnotfoundontheeccentriCally･grownshinanoki

(Tt'Ziajaponica).

2. Microscopicalstructureofthesilkylustrouszone.

Threerepresentativeparts,-theconspicuoussilkylustrouszone(A),thenon･silky

lustrouszone(C),andtheboundaryzonebetweenAandC(B)wereobservedmicro父0-

picallyfrom thesameannualringsofthediskofBunaandMizunara,respectively.

InAofBuna,thegelatinous fibersdistributedinalmostallthepartsoftheannual

rings,excepttheouter-mostpartPastformedlatewood). InA ofMizunara,however,

thegelatinous丘1xrsaremainlydistributedintheoutersideofpore2lOne,excepttheouter

-mostpartoftheannualrings,butthenon-gelatinousfibersscatteredevenlyin inner

andmiddlepartsoftheannualrings(SeePhoto.3). Thegelatinouslayer∝curedin
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libriform 丘berand丘bertmcheid,butnotinthevasicentrictracheidsofMizunara. The

ratioofwidth ofthegelatinous丘txrzonetothatoftheannualringsareasfollows:

BunaA ;86(7ト94)%,BunaB;60(39-79)%,andMizunaraA ;81(68-90)%.
Variationsofthediameter,cellwallthickness,andthethicknessofgelatinouslayer

withinanannualringareshownonFigs.214.Theratioofthethicknessofgelatinous

layertothewallthicknessofgelatinousfiberdecreasetowardtheouterpartofannual

ring,andalSoeveninthesameinnerpartoftheannualrings,theratioinBissmaller

thanthatinA (SeePhoto.4A andB).

3. Relationshiptntweenmacroscopicfeatureandmicroscopicstructureoftension wood.

.Theprojectingfibersofsilkylustrouszone(A)hadvariousgelatinouslayers(See

Photo.6),andalsothereweremanypluckedgelatinouslayersinit(SeePhoto.7).In

aprojectingfiberofB,however,thegelatinouslayerwasnotsodisdnctlyobserved(See

Photo.8). Thereforethetensionwood2:Oneidentifiedbythesilkyluterseemedtobe

slightlysmallerthanthatbythepresenceofgelatinous丘ber. Themacroscopical identi一

丘CationofthetypicaltensionwooddefX∋ndingonsilkyluster,isconsideredaseffective

inpracdcaluse. Furthermore,itisrecognizedthatthesilkylusterisduetogelatinous

layerofthetensionwoodfiberontherough crosssurfaceofthedisk. Inthetension

wood2:OneOfShinanokiwhichhasnogelatinous丘ber,thesilkylusterwasnotfound

asabovementioned.

Inaddition,thesilkylustrouszonebemmelightpinkagainsttheredbrownofthe

otherpartonapplicationofphlorogulcininhydrochoricacidonthedisk(SeePhoto.5),

butthetensionwoodzoneofShinanoki蔽 amethedeepredbrownaswellastherest

ofdisk.

●
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Rhoto.1-A Showing"SilkylusterHoftention

woodontherougllCrossSurface

whjch wassawnatthegreen

condltionofBuna(Faguscre?zala

BLUME),×0.2.

Photo.i-B Showingthesilky lustrouszone

became darker than the otller

parton the Ratcross surface

whichWasplanedatair-drycon-

dltionofBuna,×0.2.

Photo.2 Showlng''Silkyluster"oftentiotlwoodonthe Jongitudir)alsawnsurfacesof

Buna.

A :Flat-grainsurface,B ･Edge-grainsurface,×0.2.



Photo.3 SllOWillgthedistributionofgelaL-

)'nous fibcrs and non-gelat)'nous

Rl光rSininnerpartofanannual

ringsonthetellSion､voodofMト

zLlrlara(Qど̀CrCu∫CrL∫?2LlaBLUME).

Greencondition,stainedWithch-

1oriodideofzinc,×700.
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alsoitWasalmostsame,innerpartinthesameannualringofboundaryzone
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Photo.5 Showingthesilky lustrouszone Photo.6 Showingthedistributionofgelatl-

whichbecamelightpink agalnSt

redbrownoftheotherparton

applicaLion of phlorogulcin in

hydrochloricacid,×0.2.

1

)

nouslayeronthe projecting Flber

ofconsplCuOuSSilkylustrouszone.

Greencondttion,stainedwithchlo･

riodideofzinc,× 250.

Photo.7 Showlngthegelatinouslayerwhich Photo.8 Showingthegelatinouslayerwhich

waspluckedbysawjllg.Greencon-

dition,stainedwithchloriodideof

zinc,× 250.

didnotdlStinctlyobservedinapro-

jecting氏berontheboundary zone

txtween silky lustrous and non-

silkylustrouszone. Greencondil

tion, stained with chloriodide oF

zinc,×250.


